
学 年 教科等 単元名 日  時 

第１学年 算数科 かたちづくり 令和４年 10月 14日(金)５校時 

研究内容１の手立て 【子どもに「単元を貫く問い」をもたせるしかけの在り方】 
本単元で子どもにもたせたい「単元を貫く問い」は「どうやって作るのかな？」である。子どもは色板

や数え棒を使って形作りを行うなかで、それぞれを使う数や組み合わせ方に着目してできる形に興味をも
つであろう。子どもが形を構成することに魅力を感じ、さらにいろいろな形を作ってみたいと考えるであ
ろう第１時の終末の段階において、第２時以降の学習で扱う複数の形を提示することで、上記の「単元を
貫く問い」をもたせたい。また、１単位時間毎に、教材提示の仕方や次時学習への見通しのもたせ方を工
夫し、既習と未習のつながりを意識させることで、「単元を貫く問い」の追究に向けて、主体的に問題解決
に取り組むことができるようにしたい。 

研究内容２の手立て 【ふりかえりの在り方】 
単元をとおして大きく２点、ふりかえりの目的とタイミングについて追究したい。１点目は、学びを確

かなものにするための、思考過程のふりかえりである。子どもの発言や考え方を板書に残し、その思考過
程をふりかえらせることで、考えを整理し、全員が目標を達成することができるようにしたい。２点目は
見通しをもって学ぶためのふりかえりである。教師が問い方や教材提示の仕方を工夫することで、子ども
が掲示を基に既習をふりかえり、これまでの学びを生かして学びに向かうことができるようにしたい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 研究内容①について 
「単元を貫く問い」のもたせ方については、子どもの実態把握を基に授業者がしかけを工夫し、子どもの心からの問いを

引き出していく必要がある。また、「単元を貫く問い」をもたせることで、子どもがどのような姿になったのかを検証してい
く必要がある。 

○ 研究内容②について 
授業のどの場面で、何をどのように子どもにふりかえらせることが効果的かを考え、タイミングよくふりかえりを位置付

けることで、図形をずらす、回す、裏返すなどして形を捉える数学的な見方・考え方を働かせることができた。しかし、そ
れは一部の子どもであったため、全員で共有しながら図形についての感覚を豊かなものにさせていく必要がある。 

子どもの姿からの報告 

 

本時において子どもにもたせたい「単元を貫く問い」は「どうやって作るのかな？」であっ 
た。そのためのしかけとして、終末の段階において、次時以降に学習する形（右写真①）を３ 
つ提示した。そうすることで、子どもが「これらはどうやって作るのだろう？」という問いを 
もつのではないかと考えた。しかし、「作ってみたい。」という思いはもたせることができたも 
のの「どうやって」という手段についての問いは生まれなかったため、教師から提示すること 
となった。今回想定していた問いは、子どもの問いになっていなかったものと思われる。 
事後の学習においては、毎時間、「どうやってつくるのかな？」という「単元を貫く問い」と、写真①の図形をそれぞれ提

示し、子どもに「どうやって」を意識させながら形づくりに取り組ませようと考え、授業を展開した。しかし、「どうやって
つくるのかな？」という「単元を貫く問い」が子どもの心からの問いになっていなかったため、本単元における「単元を貫
く問い」は、単元の目標を達成するために有効とは言えなかった。 

研究内容１：子どもに「単元を貫く問い」をもたせるしかけの在り方 

 

研究内容２：ふりかえりの在り方 

 本時では、色板を並べてできた形の見え方についての子どもの考えを板書に残しておくことで、子どもが思考過程をふり
かえりながら異なる形を見いだしていくことができるようにしようと考えた。導入の段階で、色板２枚で自由に形を作らせ
た際、向きの違う同じ形（下写真②）を見て、「横にすると同じ」という発言があった。そこで「２つの角をぴったり合わせ
る」という本時の「形作りの条件」を提示し、再度色板２枚で形を作らせた。その際、向きの違う同じ形（下写真③）に対し
「斜めにすると同じ形」ということに気付いた子どもがいた。さらには、色板３枚で形を作らせ、さまざまな形が出された
際、裏返すと同じになる形（下写真④）を、同じ形と考える子どもと違う形と考える子どもとに分かれた。授業者は②～④
の考えが出された際、子どもの考えを板書した。その後、向きの違う同じ形や裏返すと同じになる形等が出されたタイミン
グで、これまでの考えをふりかえらせながら同じ形に着目し、異なる形を見いだしていくという展開で授業を行った。しか
し、子どもにふりかえらせる際、全員の理解を確かめることが不十分であったため、③④の形を同じ形と捉え切れなかった
子どももいた。 

考察 

 

② 

③ 

④ 

【授業の板書】 【「形作りの条件」に合わないことを説明している様子】 【色板３枚で作った図形を見せ合う様子】 

① 

【授業の板書】 



余りについて、日常の生活場面やこれまでの経験を基に、問題場面に応じて考え、適切に表現することができる。                         

（思考・判断・表現）【発言分析・記述分析】 

○ 本時の目標 

 

○ 指導過程 

学習活動及び学習内容 教師のかかわり （★は評価にかかわるもの） 

１ 本時学習について話し合う。 

 ○ 色板２枚による形の構成 

 

 

  ・「どれもぴったりくっついているね。」 

 ○ 形作りの条件 

  ・ ２つの角をぴったり合わせる。 

 ○ 問い 

 

 

２ ３枚の色板で形を構成する。 

○ 色板３枚による形の構成 

 

 

 ・「色板を増やせばもっとたくさん形ができそう。」 

○ できた形の確認 

 ・「２枚のときより一つ多くできたね。」 

 ・「どれも２枚の形と同じ形が入っているよ。」 

 

３ ４枚の色板で形を構成する。 

 〇 色板４枚による形の構成 

  ・「５種類の形ができるんじゃないかな。」 

 

 

 ・「まだまだできるよ。」 

○ できた形の確認 

 ・「今度は３枚の形と同じ形が入っているね。」 

 

４ 問いの答えについて話し合う。 

○ 色板３枚、４枚でできた形 

  ・「４枚だとこんなにたくさんできるんだね。」 

  ・「色板をもっと使って作ってみたいな。」 

 ○ 問いの答え 

 

 

 

５ 本時学習をふりかえり「単元を貫く問い」をもつ。 

 ○ ふりかえり 

  ・「色板の数が増えるとできる数も多くなったね。」 

○ 「単元を貫く問い」 

 

 

 

 ・「難しそうだけど作ってみたいな。」 

 

 

○ 色板２枚を使って自由に形を作らせ発表させた後、「ぴった

りくっついているのはどれ？」と問い、左記の３つの形に着目

させることで、本時の「形作りの条件」を捉えることができる

ようにする。 

 

 

○ 色板を増やして形を作ることを伝え、作り方を問うことで、

「どうやってつくるのかな？」という本時の問いをもつことが

できるようにする。 

 

○ 形を反転させて別の形だと考えている場合には、教師の左右

の手の平を重ねる様子を見せることで、同じ形であることに気

付くことができるようにする。 

 

○ 色板の並べ方についての子どもの考えを板書に残しておく

ことで、思考過程をふりかえりながら色板の並べ方を整理する

ことができるようにする。 

 

 

★ 色板２枚、３枚でできた形の数を確認し、「色板を４枚使うと

何種類できるかな？」と問うことで、「５種類。」という発言を

引き出し、意欲をもって問いを追究することができるようにす

る。 

 

○ 色板４枚でできた形の中に、３枚で作った形があることに着

目している子どもの発言を取り上げ価値付けることで、全員が

形の構成の仕方を理解することができるようにする。 

 

○ 色板３枚、４枚のそれぞれでできた形の中に、色板２枚で作

った形があることをペアで確認させることで、本時の学びを確

かにし、問いの答えにつなげることができるようにする。 

 

 

 

 

○ 「今日作った形は色板何枚でできた？」と問い、それぞれの

枚数でできた形の数を数えさせることで、枚数が多いほどでき

る数も多くなることをふりかえることができるようにする。 

○ 第２時以降に学習する色板、数え棒、点つなぎのそれぞれで

構成された様々な形を提示することで、「どうやってつくるの

かな？」という「単元を貫く問い」をもつことができるように

する。 

○ 本時の評価規準 

 

条件に合わせて色板を並べ、様々な形を構成することができる。 

 どうやってつくるのかな？ 

 どうやってつくるのかな？ 

 ２まいでつくったかたちをつかってつくること

ができる。 


